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働 く母親の二重労働と性別分業を維持する循環メカニズム

ー 核家族 ・正規雇用共働 き世帯の母親の経験か ら

山 本 理 子

1は じめ に

まず、本稿 に登場するYKさ んの一 日をYKさ ん本人の語 りか ら紹介す ることか らはじめ

たい。彼女は30代 の教員である。小学1年 生 と保育園児の2人 の子 ども、民 間企業 に勤め

る夫の4人 家族である。

YK「 朝 まず6時 に起 きます 。 ち ょっ と簡 単 にス トレッチ を して 、6時 半 まで に夫 と私 の食事 を用

意 して 、6時 半 に夫 を起 こ します 。 朝 食 を とっ て、 夫 がで か け る まで、 夫 は7時 頃 でか け るん や

け ど、 そ れ まで 自分 の お弁 当 作 っ た り、朝 食 の あ とか たづ け を した り して。7時 に な った ら自分

の身 支度 です よね、 顔洗 った り、 髪の 毛 とか した り。7時 半 に なっ た ら子 ど もを起 こ します 。で 、

7時 半 に子 ど もを起 こ して 、 ご飯 を食べ させ て。 「着 替 え な さい」 の 、 「ごはん 食べ な さい」 の い

い なが ら、8時 に なっ た ら小学 生 の 子が 、7時55分 くらい なん です け ど、 集 団登校 なん で、 集 合

場 所 へ行 き ます。 それ もま あ、家 か らち ょっ と出て、 「い って らっ しゃい」 って い う感 じで送 り出

して。8時 か ら8時5分 くらい の 間に 、車 で今 通 勤 して るんで す け ど、 下 の子 乗せ て職場 の 方へ

行 きます 。 車 で だ った ら5分 く らい な んで す け ど、今 校 内 に駐 車 しては い け ない って い うの が あ

るん で、 保 育 園か ら5分 くらいか か る駐 車場 に車 を置 い て、 そ こか ら15分 くらい 自転車 で 。10分

くらい か な。 坂 を登 って 。保 育 園 か らは15分 くらい かか ります ね。 車 置 い て、 自転 車 に乗 り換 え

て とかあ りますか ら。 そ れ でだ い たい、 職場 につ いた ら9時 くらいで すね 。(中 略)9時 か ら5時

15分 までの勤 務 で す ね。 で もほん とは5時15分 まで の勤 務 なん です け ど、 小 学校1年 生 の 子が 学

童 保育 が ね、5時 まで なん です よね。 小学 校 か ら家 まで2分 く らい しか ない。 だか ら、 帰 っ て き

た とき に、鍵 をあ け る と きに私 が い ない と近 所 のお ば ち ゃん た ち に、鍵 をあ け るか らそ こに いて

て 一 の、 窓 をあ け るか ら見て て 一 のゆ うんで 。 ち ょっ と くらいや っ た らい い んや け ど、 毎 日ゆ う

か らね、5時 に帰 って い てや ろ う とす る と、5時15分 に職場 を 出て た の で は間 に合 わ ない の で、

1時 間、 年休 を毎 日とっ て帰 るん です ね。 年 休 っ てい うの が 時 間単位 で とれ る んです 。8時 間 と

っ た ら1日 分 っ て い うふ う に数 え るん です 。 だ か ら まあ、 で きるだ け、 そ れで とっ て、 出 れ る と

きは4時15分 に 出 る よ うに は して ます。 で も毎 日で きる とは 限 らな い んで。 会 議 の ある 日とか は

ち ょっ とね 。 で、 結 局4時15分 に出 る と、 くだ りは早 いん で 自転 車 で5分 くらい で。 学校 出て か

ら10分 く らい で保 育 園 に行 け るん です 。 そ れ で迎 えに行 っ て。 そ の と きに機 嫌 が良 け れ ば、5分

くらいで保 育所 をあ とにで きるんで す け ど、 もっ と遊 び たい のや らなんや らかん や ら、 「母 さんが
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今来 た らいや や っ た」 とかゆ って ぐず る とす ご い時 間 かか るんで す け ど。 まあ4時 半 まで に は保

育 園 を出 て、 そ れ で帰 っ た ら5時 ぎ りぎ り くらいで す ね。 で も混 む 時 間な ん で、5時 過 ぎる こ と

も多 いん です け ど。 私 もま あ、帰 って きて 、 鍵 を ぐち ゃ ぐちゃ ゆっ て る問 に は着 くかな 。帰 って

きて ち ょっ と休憩 した い な と思 い なが ら、 今 か ら友 達 と遊 ぶ の なん の、 子 ど もが 言 うん で。 小 学

生 な んで ね。 弟 が まだ 小 さい の で外 で遊 ぶ って ゆ って もほ っ と くわ け にい か ない ん で、 見張 りを

しな い とい け ない んで 。 それ で6時 くらい まで そ うい う感 じで見 て る こ と もあ ります し、 そ う じ

ゃ ない ときだ った ら、30分 くらい 休憩 して、花 に水 をや った りとか 、洗 濯物 をたた ん だ り とか ね。

そ れ で6時 くらい に な ります ね。 たい てい は、6時 まで遊 ぶ の につ きあわせ られ て とい うか、 見

張 って て、 「6時 や か ら家 に入 りな さい」 とかな ん とかか ん とか 叱 りつ けて とい うか 、無 理 や りい

れて 、食 事 の用 意で す ね。 だ いた い7時 か ら7時 半の 間 に夕 食が で きあ が るか なっ て感 じで すね 。

7時 半 く らい に な って しま うん です よね。 そ れか らご はん 食べ て る 間 にお ふ ろ に湯 をい れ て。8

時半 くらい に子 どもお風 呂 に入 りな さい って い う こ とで、 私 は入 らな いん です け ど。 子 ども二 人

で入 る とき もあれ ば、 「か あ さんが 洗 って」 って い うので 、軽 い格 好 に なっ て洗 うだけ洗 って って

い う と きもあ るん です け ど。 そ うこ う してて 、あ とかたづ け しなが らそ うい うこ と も して ま して。

子 どもが寝 るのが9時 半 くらい です ね。 あ とか たづ け の続 きをや っ て、 洗 濯す る もの を洗濯 機 に

い れて 、 ス ター トって 感 じで お風 呂に入 るん です け ど。10時 く らい か らお風 呂で す ね。 ほ っ とい

た ら夫 が干 して くれ る とい う。 だか ら、洗 濯 回す まで は私 がや っ とい て。 そ うい う し くみ でや っ

て ます 。私 はだ い たい12時 か ら12時 半 に は寝 る よ うに。 仕 事 を もっ て帰 った りす る とそ こか ら持

ち帰 り仕 事 が ス ター トっ て感 じで す ね。 お 風 呂 に入 って11時 くらい か ら。 持 って帰 った ものの 、

またそ の まま持 っ てい く 日も多 い です よ。 も う くた くた にな っ て ますか ら。 で もそ こか ら寝 るか

仕事 にな るか って感 じで すね」

YKさ んの夫 は民間企業の中間管理職で週労働時間は平均55時 間である。また通勤 に片

道2時 間かかる。そのため、早朝か ら出かけていき帰宅は深夜になる。彼女の親も夫の親

も近 くに住 んでいないため、 日常的な家事育児の援助 を期待で きない。そこで、彼女は育

児支援のための短縮時間勤務 と年休を組み合わせて1時 間早 く仕事 を切 り上 げ、自宅に仕

事 を持 ち帰 り子 どもを寝かせたあ とで作業す る。こうして、家事育児を引 き受ける時間を

捻出 している。彼女は、「女性 は、賃金労働者 となって も家族への義務か ら実質的に解放

されない」(Sokoloff1980=1987)と い う状況のなかで 「二重労働」 を引 き受けているの

である。

YKさ んの ように子 どもが学齢前の ときに、正規雇用の職員 ・従業員 として働 く母親 は

日本では多 くはない。 たとえば、総務省統計局の 「就業構 造基本調査」(平 成14年)で は、

対象者の うち配偶者がいて正規雇用の職員 ・従業員である女性は415.3万 人であった。その

うち、子 どもがいるのは66.7%に あたる277万 人であるが、子 どもが6歳 未満であるの は

16.7%に あたる69。4万人 しかいない。この ように、正規雇用の就業を出産後に継続 してい

る育児期の母親は少数派である。それだけ育児期 は正規雇用での仕事 と家庭の両立は難 し

く、二重労働 の負担が大 きい。そのため、 日本の女性の大部分 は、出産の ときに離職 し、
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子 どもがある程度成長 してか ら、家庭責任 との両立が比較的維持 しやすい非正規雇用労働

者(以 下、パー ト)と して再就職する。 こうい う行動の集積の結果、 日本の女子労働力率

の グラフは出産育児期(30代 前半)を 底 とするM字 形 となっている。

この ように、女性が育児期に正規雇用の労働者 として就業 を継続す ることは容易ではな

い。本稿では、YKさ んの ように、育児期に正規雇用での就業 を継続 しなが ら家事育児 も

こなす母親たちが、その二重労働をどのようなプロセスで引 き受けてい くのか を詳述する。

そ して、仕事 と家庭の両立 をめざす行動が、本人の意図にかかわ らず、性分業を維持する

循環 メカニズムに組み込まれてい く側面があることを明 らかにする。

2先 行研究と方法

本節では、 まず先行研究を整理 し、正規雇用で働 く母親の具体的経験 に焦点をあてる意

味 を論 じる。次 に、本研 究が 「子 ども中心主義」 という視点 に注 目して論 じることをとり

あげる。 そして本研究のために実施 した質的調査の概要 を述べる。

2-1先 行研究

日本では、1970年 代半ば以降の働 く母親の増加 を議論す る場合、出産での離職 ・パー ト

での再就職型の ライフコースが とりあげ られ ることが多い(樋 口1985,上 野1990,竹 中

2001)。 このようなライフコースは、女性 の母親役割や家庭責任の優 先 し、 しば しば職業

人としての十分な責任を求め られない。つ まり、 日本の既婚女性 の中断一再就職 とい う女

性の ライフコースは、母親が働 くといって も性別役割分業に根本的な変更を もた らさない

ことは自明である。

では、子 どもをもつ女性が多 くの既婚男性 と同様に、育児期に も正規雇用で働 きつづけ

る場合は、性 別役割分業にどのような変化 をもたらす だろうか。先行研究か らは、家庭 に

おける家事負担 につ いて、母親が フルタイム就労である場合には他の就労形態に くらべて

夫の家事参加が最 も進むことが実証されている(野 沢1995)。 また、妻がパー トとして働

く世帯 では、家事分担の面において夫のみが就労 している片働 き世帯 ときわめて類似 して

いるのに対 し、妻が フルタイム就労で働 く世帯では、妻の家事負担の比率は他の就労形態

に比べて少なくなることが確認 されている(今 田1995)。 つ まり、母親が正規雇用で働 く

場合には、他の就労形態の母親に くらべ ると家事負担に多少の軽減 をもた らす。

ただし、共働 き夫婦間で比べた場合、妻が一人で育児以外の家事 を省略 して、家庭 と仕
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事のバ ランスをとり、夫 による家事の代替はわずかであること、育児については就労形態

や仕事時間の明確 な影響が見 られないとい う結果 もある(永 井1992)。 また、同 じ正規雇

用の父母間で比べ た場合 にも母親が多 くの家事負担 を負 ってお り、父母の就労時間の差が

母親の家事負担 に大 きく影響す るという指摘 もある(遠 藤2003)。 正規雇用で働けば職業

人としての責任 とそれにともなう負担が、パー トの場合 と比べて もず っと大 きくなるとい

うことを考えあわせると、職業での負担 と家事育児での負担を合わせた二重労働の負担は、

非常に大 きいことが理解 できる。

以上の共働 き夫婦 における家事分担の量的な実証研究の結果か らは、正規雇用であって

も父親ではな くて母親が依然 として家事責任 を引き受けていることが明 らかである。では、

負担の大 きい二重労働 をどの ようにや りくりしているのだろうか。ホックシール ドは、面

接調査や職場 ・家庭での参与観察によって、二重労働 に対 してアメリカの母親たちの主観

的対応 を分析 した。彼女 は、働 く母親が家庭で は家事分担 をめ ぐって繰 り広げる夫婦間の

相互作用 とそれに ともなう緊張のなかで、夫に家事分担 を求めて さまざまな戦略的実践を

続 けることを明 らか にした(Hochschild1989=1990)。 そ して、職場では、家庭支援制度

の利用をめ ぐる上司や同僚 との相互作用 と平行 して、家事の負担の回避 と仕事 における評

価 を求めて、充足 した家庭生活の意味を認識 しなが らも職場での長時間労働に陥る とい う

撞着 を見出 した(Hochschild1997)。 ホ ックシール ドのこれ らの研究 は、 アメリカの働 く

母親が仕事 と家庭生活のバ ランスとりにおいて、常 に個人的 ・戦略的対処 をせ まられてお

り、 ときにはその対処が本人の意図とうらはらに、バ ランスを崩れさせて しまうことを明

らかにしている。 また、女子労働力率がM字 型 カーブを描かな くなったイギ リスで も、育

児期の就労が容易になったとは一概 に言えず、母親が子 どもを産んだのちにパー トへの転

職などによって個人的に就労状況 を調整 して仕事 と家庭の両立をはか ってい ることが面接

調査で明 らかにされている(松 村2002)。 この ように、 日本以外の国で も働 く母親は、二

重労働の負担 の軽減 を求めて、いつ も職業の再選択 を含む何 らかの個人的 ・戦略的な対応

をしている。

働 く母親たちが仕事 と家庭のバ ランスをとるための戦略的な対処は、 どの ような帰結 を

もた らす のだろうか。神田ほか(1990)の 研究では、大学教員 ・医師 ・行政官 ・企業管理

職従業者 に就いている女性の職業生活 と家庭生活について面接法 と質問紙法 を併用 して調

査 した結果か ら 「折 り合い行動」の概念を整理 している。それによると、女性が職業 と家

庭役割の葛藤や障害 に取 り囲まれるなかで、 「困難や障害に真正面か らぶつかって しまう

のではな く、あらか じめ予測 してそれを避 け、あるいは小 さ くしなが ら、職業を継続 して

い く」(神 田ほか1990:25)と いう行動を 「折 り合い行動」と名付 けている。この概念には、
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男性優位 な職場の組織原理に吸い込 まれて結果 として生活上に困難が生 じることや、その

ような 「吸い込 まれ」 を避けて、昇進の機会があって もその後の生活上の困難を予測 して

ときには昇進 を見送るといった 「引 き下が り」の態度 などが含 まれる。これ らの概念は、

女性 が男性優位 な社会状況 に対処 しなが ら就業を継続することで性分業 を変革す る可能性

がある一方で、主観的な対処の方法によっては、職場や家庭 におけ る性別役割分業 を維持

する可能性 も示唆 している。ただ し、神田 らの研究では、概念の整理 と検討 にとどまって

お り、性別役割分業 を維持するプロセスや、性役割 を変革す るプロセスまでは具体的に論

じられていない。

そこで、本研究では、正規雇用で働 く母親が二重労働 を引 き受けている具体的なプロセ

スを明 らか にし、それが本人の意図せ ざる結果 として性別役割分業 を維持する循環メカニ

ズムが形成 されていることを明 らかに してい きたい。 日本では、共働 き夫婦の家事分担の

量的分析や二重労働 についての理論 的な検討 はあるが、質的な研究 は少ない。そのため、

仕事をもつ女性が家庭で母親役割 を担い家事 を引き受けるときに生 じる心理的葛藤、そ し

て状況に対する母親の主観的対応 を鮮 明に描 き出すこ とはそれな りの意義が ある。 また、

彼女たちが二重労働をさまざまに意味づ けて引 き受け、二重労働 に戦略的に対処すること

が、結果的に性別役割分業の維持 につながってしまうとい う循環型の ミクロメカニズムを

明 らかにすることにより、現代 日本の働 く女性 にとって仕事 と家庭の両立に構造的に組み

込 まれている問題点を浮かび上が らせて くれるだろう。

2-2分 析の視点

本研究は、面接 調査で語 られた働 く母親の経験的世界を、援助提供者の選択、夫 との相

互作用、母親本人の役割意識、職場での実践 という面で論 じるが、その際に重要 な視点 と

なるのが、「子 ども中心主義」であ る。

落合(1989)は 、近代以降に子 どもが母親の愛情 と献身を常に受ける対象 とな り、近代

家族 の中心に子 どもが存在す る ように なったこ とを 「子 ども中心主義」 と呼ぶ(落 合

1989:81)。 近代家族 においては、家事労働に 「愛情表現」 という意味づけがなされてお り

(山田1994:154)、 とくに子 どもの世話は愛情表現の家事の象徴 となっている。 また、三歳

児神話の育児 イデオロギーが、働 く女性 に 「仕事 も家庭 も」 という二重の 自己実現ではな

く二重 の負担 を生 じさせ ている とい う指摘 もある(上 野1990:248)。 母親が父親 と同 じ正

規雇用の労働者 として働いている本研究の調査協力者であって も、 自分のあらゆる行動の

選択を(さ まざまなレベルがあるにしろ)、「子 どもにとって どの ような結果 をもた らすか」
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という問いに常に関連づけている。

子 どもが幼少期に母親に家庭責任が集中す るのは日本社会の特徴である。た とえば、東

アジァや東南 アジアと比べても、それ らの国では親族を中心 としたさまざまな育児援助 ・

家事援助が存在 し、それを利用することで育児期の女性 も就業を継続 できるため、共働 き

の比率が高い社会 も多い。それ に対 し、戦後の 日本では 「子 ども中心主義」 とともに 「女

性 の主婦化」が進み、母親 に対 して選択可能な育児援助が少ない状況があ る。 そのため、

育児の担い手が とりわけ母親に限定されやすい(落 合ほか2004)。

「子 どものため」 とい うマジ ックワー ドは、歴史的 ・文化的に規定された ものであ る。

しか し、現代 の日本では子 ども中心 に家庭がつ くられてお り、それは育児期に働 く母親の

二重労働 に大 きな影響 を与 えている。本研究では、このような 「子 ども中心主義」の思考

が、母親の二重労働 とどのようにかかわっているのかを具体的に議論する。

2-3調 査の方法

本論 に入る前に、本研究で用いたデー タを収集 した調査について述べてお く。本研究で

は、母親の具体的な経験に焦点 をあてるため、面接調査 を実施 した。調査では、インタビ

ュー ・ガイ ドをあ らか じめ用意 し、それに関連 させて 自由に話 してもらうという、半構造

化 インタビューの手法をもちいた。分析 したデー タは、大阪府北摂地域の私立保育園に子

どもを預けている、核家族 ・正規雇用共働 き世帯の母親15名 の協力 を得て、面接調査を実

施 した ときのや りとりを本人の承諾の もとに録音 し、それを後 日紙面にお こした ものであ

る。面接調査 は、2002年8・9月 に調査協力者の 自宅や喫茶店 ・レス トランで一人一回ず

つ行 った。多 くの人は約2時 間で終了 した(最 短約1時 間半、最長4時 間弱)。 なお、15

名のうち8名 はその夫(父 親)も 調査 に同席 してお り、その場合は夫(父 親)に も同 じ質

問を して回答を得た。 したがって、本研究では、母親の経験に注 目す るものの、データに

は同席 していた夫(父 親)の 発言 も含 まれている。 また、質問 に対す る回答だけでな く、

調査 中に筆者の前で話 された夫婦の会話についても本研究で はデー タとして扱った。調査

協力者は各保育園での調査協力募集の案内を見て連絡 をいただいた方々であ り、恣意性 は

いなめないものの、働 く母親 をとりま く社会状況の一例 を描 くことはで きるだろう。

この15名 の母親は郊外に住む核家族で学齢前の子をもち、夫 と同じ正規雇用の労働者 と

いう点 は共通 している。 しか し、生活環境 と本人の考え方 ・二重労働への対処は多種多様

である。ただ、夫の家事参加の度合いや世帯外の援助 の利用 に違 いはあっても、家事 ・育

児の負担を引 き受 けていない人はいなかった。全員が仕事 と家庭 のバラ ンスと りに苦心 し
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ていた。 したがって、本研究では、個々の事例の魅力的な個性が損 なわれる恐れを承知の

うえ、15名 の語 りを総合的に分析す るこ とに した。 なお、調査協力者の属性は表1に 示 し

た。

表1調 査協力者の属性

仮名

YK

YN

HY

SA

OS

YY

TS

NM

TT

KY

TM

FM

SY

DM

MM

本人(母 親)

年齢

36

33

29

25

30

35

37

39

37

31

45

35

30

33

26

最終学歴
大学

大学
大学

大学
短大

大学院
専門学校

短期大学
大学

大学
大学

大学

専門学校
短期大学

短期大学

職業
公務 員 ・教 師

民 間企 業 ・外勤

民 間企 業 ・編集

民 間企 業 ・事務

団体職員 ・事務

民 間企業 ・研 究

病院 ・技術

民間企業 ・管理職

民 間企業 ・編集

病院 ・事 務

公務員 ・教 師

民 間企 業 ・技術

病 院 ・看 護師

団体職員 ・保 育師

団体職員 ・保育師

夫(父 親)

年齢

39

40

32

25

36

35

38

43

37

30

39

37

33

34

27

最終学歴
大学院

高等学校
高等学校

高等学校
大学

大学院
短期大学

大学院

大学

大学
大学

大学院

大学

大学

高等学校

職業
民 間企業 ・管理 職

民 間企 業 ・調理

民 間企業 ・機械 工

民 間企 業 ・製 造

団体職員

民 間企業 ・技 術

民 間企業 ・事務

民間企業 ・研究管理職

民 間企業 ・事務

団体職員・事務
公 務員 ・教師

民 間企 業 ・技術

民間企業 ・工場管理

公務 員 ・保育 師

民 間企業 ・配達

調査時

同席

同席
同席

同席

同席
同席

同席

同席

子ども

年齢
7歳5歳

2歳

2歳0歳

1歳

2歳

3歳0歳

6歳3歳

4歳1歳

3歳0歳

2歳
4歳

2歳0歳

5歳

7歳2歳 ρ歳

0歳

3母 親が家庭責任を引き受けるプロセス

本研究では、母親が二重労働の うち家事労働の負担が大 きいために、仕事にお もしろさ

やや りがいを感 じている場合で も、仕事の質 ・量 を落 として労働時間を調整 し、その結果、

家庭責任をいっそう引 き受けてい くという性別役割分業の循環 メカニズムについて、具体

的な経験に照 らし検討す る。本節 では、仕事 にや りがいや 自己成長の場 と意味づける調査

協力者たちが、夫との家事分担、世帯外の援助提供者の選択、母親 自身の親志向の面でう

まくいかない場合、結果的に家庭責任 を引 き受けるまでのプロセスを論 じる。

3-1仕 事 に対する思い

最初 に、本研 究の調査協力者15名 は、現在の仕事 にただ収入 を得る手段 という以上の、

何 らかの積極的な意味づけをしていたことを述べてお きたい。

YN「 一言 で い う と生 き甲斐 か な って思 う。(仕 事 な しで は)考 え られ ないで す ね」(三 三歳 、民 間
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企業 、外 勤)

HY「 仕事 の 内容 がす べ て じゃ もちろ んな いん です け どや って る仕 事 のな か にそ れな りの や りが い

を感 じて いた の で で きれ ば そ れ を続 け て い きた い っ て い う こ とです ね 」(二 九 歳 、民 間企 業 、編

集)

SA「 基 本的 に はお金 。(略)や っぱ り視野 が広 くな る と思 うん です。 男性 だけ じゃな くて女性 も社

会 に 出た と きにい ろ ん な人 間関係 とか 広 が る し、 いろ ん なつ きあ い とかね 」(二 五 歳、 民 間企 業 、

事務)

OS「 大 変 な と きもあ るけれ ど、 お もしろい し楽 しいか ら続 け られ る」(三 〇歳、 団体 職員 、事 務)

彼女たちは、仕事 に収入を得 る手段 にとどまらず、 自己実現や 自己成長 という意味づけ

を していた。 しか し、仕事に積極 的な価値 を見出 している母親たちは、家庭 とのバランス

とりを常にせ まられる。

3-2公 平な家事分担へのあきらめ

核家族世帯内では、母親以外 に家事育児 を担 いうる人は父親であ る夫 だ。 したがって、

夫の家事参加は直接、母親の二重負担の軽減につなが る。

調査協力者 については、夫が同席 していなかった7名 は、程度の差はある ものの、 自分

が夫 よりも日常的に多 くの家事 ・育児を引 き受けていると感 じていた。それに比べて、夫

が 同席 した8人 では、同席 していない7名 の語 りに くらべ ると、夫の家事参加への意欲を

評価する語 りが多 く見 られた。YYさ ん とSAさ んの2人 は自分が家事 を多 く引 き受 けてい

ると語った ものの、YYさ んの場合は、夫 の労働時間が長 く(週55時 間以上)、 一方彼女は

研究職で労働時間の融通が利 くため、YYさ んが 日頃の家事 を引 き受けることは夫の意欲

と切 り離 されて語 られていた。SAさ んは一般的に家庭の ことをするのは女性 だか らとい

う理由で家事 を多 く引 き受けていたが、夫の家事参加は 「やって」 と言った らやって くれ

るので全 く不満ではないと語 った。夫が同席 していた残 りの6名 は、夫が家事 に非常に協

力的だ と高 く評価 した。 とくにTSさ んの場合は、彼女の職場 は夫 よりも遠 く、労働 時間

も夫 より長いのに対 し、TSさ んの夫は残業 もな く、 日頃か ら積極 的に家事 ・育児 を分担

してお り、TSさ ん も夫の家事分担 に 「これ以上望むことはない」 と述べた。他方、FMさ

んの場合は、夫が家事 ・育児に非常に協力的な人だと述べたが、夫の通勤は片道2時 間か

か り、週労働時間は50時 間ほどで帰宅は妻 より遅い。そのため、実際には平 日の家事 ・育

児はFMさ んが引 き受けているようであった。

子 どもに熱が出る と基本的に母親である自分が仕事 を休 むと語 った人は10名(4名 は夫

も同席)で あった。調査協力者の多 くは、自分の家事の負担 を少 しで も軽減するために夫
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が家事分担 に参加するように何 らかの働 きかけをした経験をもっていた。そ して、夫婦間

での さまざまな相互作用(駆 け引 きや感情 的衝突)に ついて語 った。

◆ 夫婦関係の維持 と夫に対す る配慮

YNさ んは結婚当初か ら夫に家事分担 を求めていろいろ言って きた。その結果、YNさ ん

の夫は徐 々に家事 をす るようになって きた と語る。

YN「 最初 に比 べ た らだ ん だん協 力 的 にな って きた か な と思 う。 言 っ た りした か ら。結 婚 した 当初

か らゆ って きたか ら。(中 略)わ た しは もう 「自分 がや る のは あた りまえ や ろ?」 って 感 じで 言 っ

てい くか ら。(中 略)結 婚 して す ぐに一 回け ん か した こ とが あ った ん です よ。 「な んで オ レが(土

日の 夕食 を)作 らな あか ん ね ん」 っ て。 で 、 けん か して じゃあ 二人 で作 ろ うか って な っ たん や け

ど、結 局 向 こ うが 作 って る(笑)。 や っぱ り洗濯 とか こっ ちがす るで しょ、掃 除 もだ いた い こっ ち

が す るか ら。 それ や っ た らね、 食事 く らい して くれん と。 言い 方悪 い け ど割 りが あわ んて い うか。

土 日の 食事 くらい はね」

YNさ んは結婚当初か ら徐 々に夫を家事分担に巻 き込み、現在 でも五分五分 とはいかな

い まで も家事 をしなかった夫を 「言えばやって くれる」 とい うところまで家事分担 に巻 き

込むことに成功 した。その極意 を次の ように語る。

YN「 あ る程度 が まん して る時期 とかあ る け ど、 なんか 頃合 い みて ぽん と言 った りとか 。思 っ た と

きに言 うん じゃ な くて。 もちろ ん相 手 の状況 とか仕 事 の状 況 もそ うや け ど、機 嫌 とか もあ る しね。

旦 那 は どっ ちか って い う と機 嫌 が 激 しい 方 やか ら、 機 嫌 のい い とき にち ょっ と言 って、 や っ て も

らうよ うに した りとか。 や っぱ り相手 を読 ん で」

母親は、夫 と同 じ正規雇用の職業人だからこそ夫の疲労状態 も理解 できる。そのため、

家事分担 を求める場合にも、慎重に言葉を選び、夫婦間の関係 を良好に保つために、言葉

にこめる感情を操作す ることがあると語 る人が多かった。

冒頭に登場 したYKさ んは夫の家事能力の低 さ とい う問題だけでな く、朝早 く出勤 し帰

宅の遅い夫が連 日の長時間労働で疲労が蓄積 していることに気 を遣 って、 自分 も毎 日仕事

と家事で疲れているにもかかわらず家事分担 を強 く要求 しないように していると語った。

YK「 『あ 、 これ 以上 ゆ うた らまず い か な』 って い うのが や っ ぱ りあ ります よね 。 だか らほん とは

100い い たい け ど80く らい で止 め とこか な って。 あ との20ゆ った ら向 こ うが 傷つ くか な とか」

ただ、彼女の夫は自発的に家事 に参加す ることはほとんどないため、彼女は休 日を含め

て家事 を全面的に引 き受けてお り、不満に思っていた。
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NMさ んも同 じく自分が家事のほ とん どを引 き受けてい ることに大 きな不満を感 じてい

るが、以前家事分担をめ ぐって離婚寸前の大喧嘩になったことか ら、感情的衝突を避ける

ために夫に家事分担 を求めな くなったと語 った。

NM「 あ の人 を こ こに巻 き込 んで どうや って手伝 わせ て とい うか、巻 き込 んで生 活 のパ ター ンに こ

う子 どもた ち と関 わ らせ なが ら、家事 も させ なが ら、 って い うの んが とっ て も しん どい」

その後、彼女は家事時間を確保するために、会社 にかけあい在宅作業 を増やす などして

勤務時間の融通をはかってもらった。 こうして、仕事の負担 を減 らす方向で二重労働の軽

減をはかった結果、夫はます ます家事に無関心 になったという。

TTさ んは、夫の職場では正規雇用 で働 く男性が家庭責任を もつ ことに対 して理解がな

い こと、昇進面など男性優位な職場構造がある以上、夫ではな く自分が家事 を引 き受 けざ

るをえないことを語った。

TT「 子 どもを育 て る って い うこ と は、社 会 でモ ノ をつ くる とか と同 じよ うに価 値 が あ る こ となん

です よ、 そ れ を男 の 人 も参加 すべ きな んで す よ、 って い う、社 会 が そ うい う感覚 を もた ない 限 り、

た とえ矢 が 自分 のな かで そ う思 って いた と して も物 理 的 に無 理 です よね。 しょ うが ない って い う

か あ きらめて る」

とはいえ、彼女の場合、夫 よりも収入が多いこともあって、夫 よりも家事負担がず っと

多いことに憤 っていた。

学齢前 の子 どもを育てるということは、親は毎 日一定程度以上の子 どもの世話 とそれに

ともなう家事 を しなければならない。世帯外か ら日常的に援助がないとす れば、核家族世

帯の母親が家事 を分かち合 うのは夫 しかいない。 しか し、夫が残業などで帰宅が遅 く、物

理的に家庭 に不在であれば分担 して もらうこともで きない。夫本人の家事分担の意欲の問

題 とい うよりは職場が家庭責任 に理解がない場合 も多い。夫の疲労に対す る配慮や夫婦間

の感情的衝突の回避 を考 えると、次 第に夫の家事分担 を促 しに くくなってい くこともあ

る。

しか し、夫の協力が得 られず に母親が家事労働を全面的 に引 き受 けなが ら正規雇用で働

き続けることは、世帯外の援助がない場合、時間的にも体力的にも精神的に も困難である。

夫の協力が得 られない人のなかには、正規雇用で働 いてい るのだか ら仕事の面で も家庭の

面で も夫 と責任は対等であるはずだ という考えをもつ人も多 く、 自分が多 くの家事労働 を

日常的に引 き受けている現状 を肯定 しているわけではない。夫の家事能力や役割意識の欠
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如の問題 よりも、正規雇用の男性の長時間労働 とそれによる家庭での不在が彼女たちに家

事負担 をもたらすのである。

3-3世 帯外の援助の選択と子ども中心主義

核家族で夫 との家事育児の公平な分かち合いが実現できない場合、母親は世帯外への援助

を求めることになる。 しか し、子 ども中心主義の思考が援助の選択をときには躊躇させる。

◆家事代行サービスの利用

家事 の負担は世帯外 の協力 ・援助によって減 らす ことができる。 しか し、調査協力者15

名は日常的な家事は世帯内で対処 していた。

家事代行サービスについて、安価であれば利用 したい人 と自分が金銭的に裕福であれば

利用 したい人が各一名いた。その理由は子 どものためであった。

TT「 ベ ビー シ ッター みた い に、 お手 伝 い さんが あ っ た らいい 。お 金持 ち とか じ ゃな くて、 普通 に

働 くお 母 さん とかが 使 え る よ うな家 事代 行 サ ー ビス み たい な。 今 、2時 間4000円 近 くか か っ た り

します か らね 。毎 日1時 間 とか コ ンス タ ン トに そ うい う こ とを考 え れ ば ち ょっ と高 いか な っ て気

が します ね。 や っ ぱ り、子 ど も と一 緒 に いな い分 、 帰 って きてす ぐ家事 をす るん じゃ な くて、 あ

い てる時 間 は子 ど もと過 ごす時 間 にあ てた い」

ヘ ヘ ヘ へ

しか し実際に家事代行サー ビスの利用 を現実的な選択肢 と考える人はひ とりもいなかっ

た。一般に日常的に利用するには安価ではないことが一因である。q)

一方、価格に関係 なく、家事代行サー ビスを利用 した くない とはっき りと断言する人 も

いた。KYさ んによる と家事 と育児は分け られない ものであ り、家事 を家族が行 うこ とは

子 どものため、そ して家族の絆のために良いことだ とい う、「家事は愛情表現」(山 田1994)

がはっきりと語 られる。

KY「 自分 の住 む とこは 自分 で きれ いにす る。 自分 が使 っ た食器 は 自分 で って い うか、 自分の 家族

の 手 で洗 う。 自分 の家 庭 っ てい うの は、 自分 た ちが生 活 す る場 だか ら、 自分 た ちで や っ てい きた

い って い うか。 他 の そん な専 門 の 人 をい れ るん じゃ な くて。 洗 濯 だ って 、家 族 の誰 か が洗 う。 そ

うい うのが家 族 の絆 であ っ て、家 族の助 け合 いか なっ て」

(Dた とえば
,D社 の家事お てつだいサー ビス は2時 間8400円 ～,B社 で は掃除 ・洗濯 中心 の場 合は

1時 間約2500円 ～,料 理やベ ビーシ ッテ ィング を含 むと約3500円 ～/時 とな る(交 通費別)。 地域 に もよる

が,一 人1時 間約3000円 前後が相場 のよ うである。
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家事代行サー ビス を利用 したいTTさ ん と利用 した くないKYさ んはともに 「子 どものた

め」 とい う同 じ言葉 を理由 として語 った。KYさ んが家事 と育児の両方 を分 けられない

もの として とらえているのに対 し、TTさ んは家事 を次の ように意味づけ している。

TT「 家事 は しなけ れ ばな らない こ とっ てい うか 、代 行 で き るこ と。手 をぬ いて いい こと。 育児 っ

てい うの は代行 で きない。 手 を抜 いた らい けな い こ と」

つ ま り、TTさ んにとって、家事は育児 と全 く切 り離されてお り、家事のあ り方は子 ども

にとって良いか どうかの意味を問われない。一方、KYさ んは家事 と育児は渾然一体 と捉 え

ている。家事 を世帯 内で行 うこと自体 に 「子 どものため」 という意味が付与 されてい る。

それが、家事代行サービスはたとえ利用可能でも利用 しない とい う決断につながっている。

◆ 育児支援の利用

調査協力者の全員が、子 どもを預 けている保育園を高 く評価 していた。 む しろ、共働 き

のメ リッ トのひとつに、子 どもを保育園に通わせることがで きると述べる人も少 なくなか

った。た とえば、YNさ んは、信頼で きる保育園だか らこそ夜 間保育 も安心 して利用で き

ると語った。

それで も、子 どもが急 に熱を出して保育園に預け られない場合、誰が どうやって子 ども

の世話をするのかは、共働 きの母親の大 きな悩みである。

母親たちは、子 どもに とっての安心 を確保す る一番の方法は、父母のいずれかが仕事 を

休 むことだ と考 えていた。実際、職場の融通や 自分が仕事 に妥協で きる程度 を考慮 して、

母親である本人が急であって も仕事 を休 んで緊急事態 に対処す ると語 る人が多か った。 し

か し、 しばしば仕事 を休 めば職業人 としての評価に問題が生 じることも彼女たちは理解 し

ていた。そのため、母親が正規雇用で働 くとき、子 どもの熱などの緊急事態は、仕事 に対

す る責任 と親 としての責任の間にジ レンマが生 じる。必要 なのは、緊急事態に子 どもの世

話 を安心 して任せ られる援助者の存在である。

調査協力者 には、子 どもが熱 を出 したとき、近所のネ ットワー クに頼った人はいなかっ

た。(2)今後ベ ビー シッターの利用を具体的に検討中 と述べ た人、漠然 と利用 してみたい と

{2)落合(1989)で は
,専 業 主婦 の多い地域で は,共 働 きの母親は地域 にいるのは夜 間やマ イホー ム

単位 の行動 をとるこ とが多 い休 日となるため,地 域の育児援 助 ネ ッ トワー クが見 えていない事例が 報告 さ

れ ている(落 合1989:127)。 本稿 の調 査協力者 も,正 規雇用のため労働時 間は長 く,近 所 の育児援 助ネ ッ ト

ワー クが存在 していて も孤立 している ことも考え られる。
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述べ た人は一名ずついた。 しか し、家事代行サー ビスと同様、多 くはベ ビー シッターの利

用に抵抗感 を示 した。 とくに、以前利用を考えたことはあったが、結局やめた1名 、実際

に民 間サー ビスや友人にお金を払って子 どもの世話を頼んだ経験がある3名 は、ベ ビー シ

ッターを利用 した くないと述べ た。

TMさ んは、現在の夫 と再婚する前 に、前の夫 とのあいだの子 どもが熱を出 した ときに

ベ ビーシッターを利用 して出勤 していた。 当時は母子家庭であ り、実家は遠 くて頼れなか

ったか らである。

TM「 上 の子 の と きは、何 日 も休 まなあ か ん と きとかは 、ベ ビー シ ッター を雇 って、 お金 出 して 来

て もらって 自分 は仕 事 に行 くって い う よう な。 そ りゃ、す ごいか わ いそ うなこ と した なって 思 う。

す ごい悲 しそ うな顔 して て」

TMさ んは当時、病気の子 どもをベ ビー シッターに預 けた ことを深 く後悔 していた。そ

のため、再婚後 に生まれた子 どもにつ いては、子 どもの熱が出ると必ず夫 と交替 して仕事

を休 むことに決めた。

このように、商業的な援助の選択 ・利用 には、親にとって金銭面や情緒面で利用 しやす

いか どうか ということに加 え、あ くまで子 どもにとって安心で きる援助者であることが重

要 とされる。子 どもが 「かわいそ う」でない程度の時間(そ れは個々人によって幅が異な

る)に 限 り、信頼で きる人に世話 を頼みたいのである。ベビーシッターについて述べ られ

る違和 感 ・拒否感は、子 どもに とって安心 を保証 で きない とい う意味づけか ら生 じてい

た。

◆ 近親者の援助

親 にとって も情緒面で頼みやす く、子 どもにとっても安心 できる援助者は近親者、 とく

に祖父母である。商業サー ビスと異な り、金銭面での計算 も必要ない。祖父母の家が 自宅

か ら近 く、何 らかの形で援助 を頼むことがあると述べた人は2名 いた。8名 は、祖父母は

近居ではなかったが、過去に援助を頼んだ経験があ り、緊急時に頼めるならば遠方で も頼

む とい う形で親族 ネッ トワークを活用 していた。祖父母が遠方 に住 んでいる、けが をして

いる、仕事を持 っている、すでに逝去 しているという理由で祖父母か らの援助がない人は

4名 いた。また、1名 は近隣に祖父母 の家があると述べたが、援助 を受 けたことがあるか

どうかについて何 も語 らなかった。

しか し、意図的に祖父母の援助 を選択 しない こともある。YYさ ん と夫(父 親)の 出張
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の時期が重なって しまった とき、YYさ んの夫は、祖父母 に援助 を頼むのが子 どもにとっ

て一番良い と主張 した。一方、YYさ ん 自身は遠方 に住 む祖父母 に援助を求める気持ちに

なれなかった。彼女 は日常的に子 どもを見慣れていない祖父母 に、子 どもの世話 を頼む こ

とに不安 を感 じた。だが、ここで自分が家庭 を優先 して出張 を取 りやめれば、その延長で

家庭のために仕事をやめ ざるをえない 日が くるのではないかということも気がか りだったの

で、 自分の出張を取 りやめた くなかった。彼女は悩んだあげ く、育児のプロであるベ ビーシ

ッターに任せ ようと思った。 しかし、夫はそれに強 く反対 し、一悶着あって最終的に彼が出

張をとりやめたという。当時のことを振 り返ってYYさ ん夫婦は次のような会話を した。

YY夫 「それ(ベ ビー シ ッ ターの利 用)は 、 で も 自分 らか らみ た考 え方 や ん。子 ど もか ら見た らま

たそ れは違 う」

YY「 違 うんで し ょうけ どね 。子 どもに した ら、お じい ちゃんお ば あ ちゃん の方が い い と思 う」

FMさ ん夫婦 も祖父母 は信頼で きる援助者 として認識 していなかった。FMさ んの夫は、

その理由を次のように説明した。

FM夫 「親 にお 願 い した くは ない んです 。 親だ と、 孫 を見 る って こ とにな るか ら。 赤 の他 人が 見 る

の とはわ けが ち ゃ うか ら。甘 やか す し。 エサ で釣 る し、 子 どもを。 そ うす る と、教 育上 よ くない。

漫 画見せ る し。 チ ョコレー トとかそ うい う甘 い もの食べ さす し。そ うい うのが あ ま りよ くないか ら」

調査協力者は、世帯外か らの援助を利用 ・選択する とき、金銭 的な考慮、援助者への遠

慮、そ して何 よりも 「子 どものためになるか」 を勘案 し総合的に判断 していた。「子 ども

のため」 という意味づけは援助 の選択 に際 して非常に重要であることがわかる。 しか し、

何 をもって 「子 どものため」 とみなすのかは、各人 によって異なっていた。 そのため、 同

じ 「子 どものため」という意味づけに基づいて異なる選択が生 じている。ある人に とって、

「子 どものため」 に選択 され る援助 を、別の人は 「子 どものため」 とい う理由で拒否す る

のである。 しか し、 これらの選択 にうかがえるのは、それぞれの援助 に内在する長所短所

のどこに注 目す るかということであ り、決 して無意味な判断というわけではない。そこに、

援助の選択 における葛藤がある。

3-4母 親にある親役割への志向と子ども中心主義

夫 との公平な家事分担 が実現せず、世帯外の援助 も 「子 どものため」 とい う観点からそ

の選択 に葛藤が生 じる とき、母親自身が家庭責任 を引 き受けることになる。 しか し、それ
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は単に状況に強制されているだけではない。母親が 自発的に家庭責任を引き受けていくよう

に見える側面 も存在す る。母親が親役割に価値を見いだしているときにそれがよく現れる。

3-1で 述べ たように、調査協力者全員が仕事 に積極的な意味 を見出 していた。一方で、

6名 は仕事を続けてい くことに不安 もあるという。彼女たちは子 どもがいなければ仕事を

続けてい きたい と語 った。た とえば、SYさ んは 自分の母親が専業主婦 だったことを引 き

合いに出して次の ような不安を述べた。

SY「 今 度、(子 どもが)小 学校 に上が っ た ら、 保育 所 じゃな くて、学 童 に なっ ち ゃう じゃな いです

か。 ほん な ら、私 よ りも子 どもの方 が先 に帰 っち ゃ う。 か ぎっ子 に なるで し ょ。 それ を考 えた ら、

仕 事や め よ うか な とか思 っ た り して たん だけ ど も」

親役割への志向は、常 に子 どもとの関連で語 られる。それは常に 「子 どものため」 をめ

ざす ものであ り、そこに価値 を見出す。親役割 を重視す るため に、母親は子 どもの世話の

ために残業を断ってで きるだけ早 く仕事 を切 り上げた り、熱を出 した子 どもの世話のため

に仕事 を休んだ りする。その結果、家庭 にいる時間が父親 より長 くな り、母親 は子 どもの

世話 と並行 して他の家事 も合 わせ て引 き受けることになる。その とき、母親は 「子 どもの

ため」 という意味づけの もと、家事 を育児 と不可分のものとして引き受けてしまう。

◆ 性別役割分業に基づ く親役割の志 向

このような親役割の志向にはい くつかの タイプがある。DMさ んの場合、両親が共働 き

で、子 どものころの彼女は父親が家事 を しな くて もとくに何 も思 わなか ったのに対 し、母

親が家事の手を抜 くことは怠慢だ と感 じていた と語った。

DM「 子 ど もか ら見て 、や っ ぱ り母 親が 家事 して なか った ら、 どうか なって い うのが あ って。 そ

うい う面 で も母親 は きっ ち りしとかな い とって い うのが ね」

しか し、子 どもが増 えるにつれ一人ではすべての家事 をこなせ なくな り、そのうち夫に

も家事 を分担 して もらうようになった。DMさ んの夫は、 もともと一人暮 らしの経験 もあ

り家事は一通 りこなせたが、彼 も彼女 と同 じく家事は 「母親がやった方がいい」 とい う考

えを持っていたため、彼女 に協力を求め られるまで分担 しようとは しなかった。

DM夫 「例 えば、 子育 ての 部分 も、仕事 柄 わ か る し、 しよ うと思 えば で きる け ど、 で きる だけ私

は家 で は しない 方 が い いの か な、 と。 お 互 いが 干渉 して しま うか ら、 子 どもに。 なるべ くお 母 さ

んが した方 が いい と思 って」
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DMさ んは、 自分の母親への反発か ら、母親は家事をきちん とするべ きだとい う性役割

規範をそのまま自身の親役割に関連づけた。 しか し、子 どもの人数が増 えるにしたがって、

自ら積極的に引 き受けてきた家事の負担 に現実的に耐え られな くなって しまう。現在、夫

は積極 的に家事を分担 しているという。彼女の場合、性役割規範の内面化が、家事の負担

を積極的に引 き受ける根拠 となっていた。

◆ 母親の欲求を満たすための親役割の志向

TTさ んは3-2で みたように性別役割分業 を否定 し、夫が家事 を分担 しないことに不

満 を口に していたが、家事を自ら引 き受 けてい る面 もあると語 った。彼女は独身の頃は子

どもが嫌いだったが、出産でその考 えは一変 した と語る。いまでは、何 よ り子 どもの成長

にかかわ りたい、子 どもにとって特別な存在 にな りたい という気持 ちが強いと語 る。

TT「 自分 が母 親 なん だか らって い う意 識が 出 て くる部 分が 、 こ うい う現 状(注:自 分 が家 事負 担

の ほ とん どを引 き受 けて い るこ と)に な って し まうひ とつの 原 因だ とは思 い ます」

TTさ んの場合、子 どもの世話 をしたいとい うひとつの欲求であ り、それを満たす ため

に育児、そ して育児に付随す る家事 を自発的に引 き受けている面 ももちあわせている。 こ

こには、家事は愛情表現(山 田1994)と して捉 えられ、子 どもの世話が母親の喜びとなる

近代家族の文脈が存在 している。

◆ 子 どもの欲求 を満たすための親役割の志向

子 どもが父親ではな くて母親を求めることに応 じるとい うタイプの親役割志向 も見 られ

た。NMさ ん も子 どもが父親 より母親である彼女を選ぶと述べる。

NM「 赤 ち ゃん の と きは どっちで もいい って ゆ った ら変 だけ ど、お っ ぱいず っ とや っ てたか ら必 然

的 に私 。分 か る よう にな って きて も、 うちの 子 は上 も下 もrマ マ 、 ママ 』 っ て くるんで す よ。 だ

か ら、 必然 的 に 、 う ちで は私 が。 寄 って くる か らす る よ うに。 子 ど もの 面倒 ね、 身 の周 りの こ ま

ごま と した世 話 とか ね、み ん な私 が、基 本 的に は して る、 と」

調査協力者全員が、夫(父 親)よ りも自分の方が、子 どもと接する時間は長いと認識 し

ていた。母親は正規雇用で働いていても、正規雇用 の父親よ り家庭滞在時間が長いこ とが

多い(遠 藤2003)。 そのため、子 どもの世話をする時間 も長い。子 どもの世話のために母

親の家庭滞在時間は長 くなっている ともいえる。それは出産休暇や育児休暇 を通 して子 ど

もの世話をするときか ら始 まっている。そのために、子 どもは母親を最 も身近な存在 ・最
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重要人物 として認知するのである。

◆ 親役割への志向と子 ども中心主義

母親が親役割を志向 して家事 を引 き受ける場合、母親が家事 を担 うべ きだ という性役割

に関する社会通念 と同 じ構造で親役割 を意味づ けて しまった ときに生 じる義務感、子 ども

の世話を したいという母親 自身の欲求、子 どもが母親 を世話役 として期待するので子 ども

のためにそれに応 じたい とい う気持 ちな ど、い くつかの タイプが考 えられる。 しか し、そ

れ らは分離 したものとは限らず、あるタイプが際だつ場合 もあれば、 ときには複数の タイ

プが絡み合ったまま作用 し、その結果母親は親役割を志 向している場合 もある。この側面

に限定すれば、母親が子 どもの世話 を、そしてそれに付随する家事 を自ら進んで引き受け

るように見える。

しか し、母親が もつ親役割へ の志向は、単純 な自発性で はない。「子 どものため に」 と

いう論理は、一見自然に見えるが、子 どもを大事にする という歴史的な社会通念を深 く内

面化 し、 自然な感情 としてわき出るようになってい ると考 えられるか らである。つ まり、

母親が親役割を志向する ときには、それはもはや強制 と自発性が単純に分離できないほ ど

渾然一体 となってお り、 自発的に引き受け させ られて しまうとい う表現が適切である。

この ように、働 く母親は、世帯外か らの援助の欠如 ・拒否や夫の家事不参加 という状況

による強制のために家事 を引 き受けざるをえないだけでな く、母親が子 どもの世話 を含 む

家事 をすべ きだ という性役割を親役割に意味づける結果生 じる義務感や母親自身の子 ども

の世話 をしたい という欲求、子 どもが 自分 を最 も身近で重要な存在 と認識 している以上、

それに応 じなければな らない/応 じたい とい う気持 ちな ど、さまざまな形の強制 と自発性

が不可分に混在 したとき、母親が主 として家庭責任を担 う方向に事態は進んでい く。

4家 庭責任 を引 き受けて正規雇用 として働 くとい うこと

前節では、正規雇用 として働 く母親が家庭責任 を引き受けるまでのプロセスが描かれた。

本節では、家庭責任 を引き受けるために職場で どのような行動 をとるのかを論 じる。

4-1父 親の個人的努力の限界と育児支援制度の利用の難 しさ

調査協力者では、母親の週労働時間が夫よ り10時 間以上少ない人は誰 もいなかった。夫

婦の労働時 間の差が5時 間以内の人は6名 だった。一方、6名 は夫の週労働時間は10時 間
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以上多か った。その うち4名 は20時 間以上の差に及んだ。夫自身が個人的努力 をしている

か どうか というよりも 「夫の会社や社会に男性 の家庭責任 について理解が得 られない」た

めに残業 も断れず早 く帰宅す ることが難 しくなっていた。

残業分 を早朝出勤で補っている、フ レックスタイム制度を利用 して出勤 している、子 ど

もが生 まれる前に比べ て早 く帰ろうと個人的努力をしているとい う話は聞かれた。た とえ

ば、FMさ んの夫 は出張先や妻が実家に帰っている ときは残業は 「どん どんする」が、普

段は残業をで きるだけしな くて済むように努めていた。

FM夫 「正直 残業 しない んで 、仕 事 はだ んだ ん遅 れて くるんで す よ。仕 事 の優 先 順位 をつ けるん で。

(中略)例 え ば、報 告書 だ っ た ら絶 対 回 さな い といけ ない 報告 書 と、 別 に回 さ な くてい い報 告書 が

あ ります。 例 えば、 レポ ー ト100枚 書 か ない とい け ない とこ を10枚 で終 わ らせ て しま う とか 。(中

略)報 告 書 を書 く ときに 、写 真つ け なあか ん とか 、 図面 を添付 しな い とい け ない とか、 そ うい う

の を手 を抜 く。」

この ようにFMさ んの夫は 「優良可でいえば可」の仕事ぶ りで残業を軽減 していた。ただ、

通勤に2時 間かかるため、定時で終えて も帰宅は妻 より遅い。 しか し、彼によると、個人

的努力 はで きて も、育児支援制度の利用は難 しいという。たとえば男性の育児休暇につい

て職場の雰囲気 を次の ように語っていた。

FM夫 「(男性 の 育児 休 暇取 得 は)難 しいで すね 。 非常 に難 しい です ね。(中 略)普 通 、 「な んで お

まえが休 まな あか んの」 って い うのが あ るん じゃな いです か ね。 古 い体 質。 「なんで 君が と らない

とダ メな の?奥 さんは?」 って い う。古 い 体 質 とい うか昔 なが らの体 質 とい うか そ うい うのが あ

る と思 い ます ね。(中 略)よ ほ どの理 由が な いか ぎ りとらな いで し ょうね 、僕 は。席 もな くな る可

能性 が 、 異動 とか ね。 上 司 に した らそ ん な部 下 だ った らい や で しょ うね 。 一年 間 まる まる い な く

な るわ けです か ら」

彼の職場 はほ とん どが男性で、女性の管理職は課長 レベルではひとりもいない。職場で

男性 の家庭責任への理解がなければ、多少の個人的努力では家庭滞在時間を母親 なみにす

るには限界がある。調査協力者の夫に、職場の育児支援制度 を利用 したことがある人はひ

とりもいなかった。

このように、父親が職場で家庭責任への理解が得 られず、帰宅時間が遅いとき、母親が

家事育児を担 うことになる。そこで、母親は次節でみ るように正規雇用であ りなが らで き

るかぎり就労時間を短縮 しようとする。
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4-2母 親の就労時間短縮調整実践

父親が育児支援のための育児休 暇や育児のための短縮時間勤務の取得が難 しいのにたい

し、調査協力者は、母親である自分はた とえ正規雇用で も労働時間の調整が比較的や りや

すいと感 じていた。父親が会社の理解 を得 られないならば、母親が家事育児を引 き受ける

時間を確保するために、それは職場の制度 を利用 した り、個人的努力 によって、就労時間

を短縮 しようと努める。

出産時に一時的に離職 していたSYさ ん以外の14名 が育児休業 を取得 した。育児時間制

度等 を利用 し、就労時間を短縮 したことがある人が5名 、出産後、上司などに頼んで 自分

の仕事の実質的な量 を軽減 してもらった人が5名 、個人のレベ ルで仕事の質を落 としてい

る人が1名 、持ち帰 り仕事や無給の就労時間外 出勤(休 日も含 む)に よって仕事 をこなし

ていると述べた人は8名 いた。

TTさ んは、職場の育児期間中の短縮時間制度 を利用 し、仕事 はで きるだけ早め に切 り

上げて家に帰るように努めている。彼女の勤務先は勤務時間ではな く仕事量に対 して給料

を決め る。 したがって、彼女は勤務時間中に集中して効率よく仕事に取 り組み、勤務時間

内に終わ らなかった分の仕事は家に持 ち帰 り、子 どもを寝かせ たあ と深夜 に作業する。た

だ、確 実に早 く帰宅することを優 先す るために、上司と交渉 して査定とは無関係 な全体業

務は免除 して もらった。 しか し、ある社 内アンケー トの結果、匿名で 「子持ち女性社員は

正社員ではな く契約社員になるべ きだ」 と書かれ ショックを受 けた とい う。子 どもをもつ

女性社員は彼女 しかお らず、その批判は直接彼女へ向け られていたか らである。つ ま り、

彼女 は正規雇用 として働 くうえで 自分に与 えられた仕事は責任 をもってこなしているにも

かかわ らず、男性社員の怒 りをかっていたというのであ る。

この ように、働 く母親は、職場の育児支援制度を利用す るだけでな く、やむをえず に仕

事の質 を落 とし、上司 と交渉 して仕事量を減 らして もらうことで正規雇用であ りなが ら就

労時間を短縮する とい う個人的努力 を重ね、家庭での家事時間を捻出す る。上野(1990)

は、女性が再生産労働を負担す るために、パー トタイム就労 という自主時短(労 働時 間短

縮)や 、中断一再就労 という自主フ レックスタイムを自分の不利益 とひきかえに行ってい

ることを指摘 しているが(上 野1990:270)、 同 じ構造で正規雇用 において も制度を利用す

るだけでな く、自主的な時短が戦略的に実践 されている。正規雇用の職業人である以上、

職場では正規雇用の男性や子 どものいない正規雇用の女性 と同 じく一定の責任 を要求 され

る。 したがって、母親が このような就労時間短縮戦略をとる限 り、職場ではさまざまな形

で批判 され職業人 としての評価 を落 とす ことになる。
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4-3職 場における母親の位置

母親が職場で就労時間短縮戦略をとる背景 には、夫の帰宅時間が遅い分は少な くとも家

事育児 を引き受け ざるをえず、一定の家事時間を確保す る必要があ るか らである。しか し、

こうした家庭状況 を理解 し協力的に対応 して くれるか どうかは母親で も職場 によって差が

ある。

実際 に上司 に妊娠を報告 した とき、育児休暇を6ヶ 月以上 とるつ もりなら職場復帰を保

障 しない と脅 されたと語る人は2名 いた。た とえば、TSさ んの職場では、同僚に出産経

験のある人がいなかった。彼女は仕事の内容は とて も気に入 っているが、職場が働 く母親

の苦労に理解 がないことについて悩んでお り、職場 を移 りたい と言った。

TS「 職 場 に よって違 うで し ょ。そ うい う人が 多 い と ころで働 いて る人 はみ ん な わか っ て くれ るか

ら楽 って い う。私 の ところ なんか は全然 わ かっ て くれ ないか ら」

対照的に、MMさ んの職場 は女性が多 く、また全体の3分 の2の 同僚が子 どもを育 てた

経験があ り、働 く母親にとって心強い場所だ と語る。

MM「 職場 の中で もそ うや っ て、子 育 てを して こ られ た方 が大 半 で、今 して る人 もた くさん いて る

し、 そ うい う状 況 がす ご くわか って もらえ る」

しか し、MMさ んは子 どもをもたない独身の同僚 は働 く母親の困難 を理解 して くれない

と語った。彼女の職場では、子 どもの熱な どで仕事 を急に休 まなければな らな くなると、

その 日休暇である独身の同僚に交替を頼むことになるか らである。彼女の職場 は、子 ども

のいる職員への理解がある分、独身の職員にそのしわよせがい く。そこには子 どもがいる

職員 と子 どものいない職員のあいだに相互扶助がない。

調査協力者 は、職場 で男性や子 どものいない女性の同僚か ら、正規雇用 として働 く以上、

一定の責任 を果たすべ きだという批判 を感 じていた。 また、そうした批判 を内面化 し、 自

分で自分 を責める人 もいた。調査協力者の全員が仕事 に積極的な価値を見出 しているので、

職業人 として仕事をまっ とうしたい という思いはもっていたが、家庭での家事時間を確保

するために就労時間の短縮調整戦略 をとり、そのひとつ として職場での仕事の質 ・量 を落

として帰宅を急いでいた。 このことは、母親 たちに葛藤を もた らしていた。

FMさ ん も、独 身時の ように仕事 をちゃん とや りたい と思い なが ら、現在は仕事 より家

庭 を優 先する。4-1で みた ように、彼女の夫の職場 では基本的に家庭責任 に対 して理解が

ないため、彼が急 に仕事 を休 むことは許 されない。そのため子 どもが熱を出 した ときには
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いつ も彼女が仕事を休む しかない。彼女はい まや職場での自分の評価がずいぶん低下 した

と嘆いた。

FM「(子 ど もの熱 な ど)予 期 せ ぬ こ と とか で 『ご め ん、 行 か れへ ん』 とか ゆ った ら 『困 ります

一1」 って 言 われ て。r困 って るって 言 われ て も、私 も困 って るか らごめ ん!』 ガチ ャ ン(電 話 を

切 る まね)っ て。 す ごい 薄情 な やつ って思 われ て るや ろ なっ て。 ドタ有 給 とか も。 それ は 困 った

こ とだ け ど、家 庭 を優 先 した ら仕 方が ない。 そ うい う意 味で は もう、第 一線 に私 はい れな いか ら、

っ てい うの を前面 に 出 して。 や っぱ り評価 とか そ うい うの を犠 牲 に しな い と。」

このように、職場で仕事 の量を減 らす、質を落とすだけでな く、子 どもの熱な どで突然

休暇を とる とい うことを繰 り返す うちに、職場での正規雇用労働者 としての評価がだんだ

んと低下する。ただ し、母親 はこの職場での期待 の低下 を利用 して、制度の利用や個人的

努力による就労時間の短縮が許容 されやすい環境 を作 り出 してい くのである。そして、そ

れが再 び母親の労働者 としての評価を低下させる。 このスパ イラルのなかで、正規雇用 と

して働 く母親は、労働者 としての評価 の低下 とひ きかえに、家庭責任をもつ労働者 という

認知を獲得 していく。

働 く母親に期待で きない分の労働力は、男性や独身女性の労働者 に上乗せ される。すな

わち、正規雇用 として働 く母親が家庭責任を理由に帰宅すると、正規雇用で働 く男性(父

親)に 期待が上乗せ され、彼 らは母親のように就労時間を調整することが難 しくなる。つ

まり、父親は家事を引 き受けることが物理 的に も体力的にもますます難 しくなる。その分、

母親が家庭責任を引 き受けざるをえない。そ してそのためにまた、母親 は家事時間の確保

のために就労時間短縮調整を実践 し、突然の子 どもの熱 にも休暇を取得 して対応す ること

で、労働者 としての評価 をさ らに下げるという循環 となっている。つ まり、本人の意図と

は別に、家庭責任 を性 に応 じて配当するという従来の性別役割分業 を維持す る循環型の ミ

クロメカニズムがそこに機能 しているのである。

5お わりに

従来の研究では、 日本の働 く母親の二重労働に関して、家事を引 き受 けるためにパー ト

を選択 しているライフコースが注 目され、育児期 にも男性 同様の正規雇用 として働 く母親

についてはその延長線上で語 られ るに過 ぎなかった。 また、 日本 における二重労働の実証

的研究は、共働 き世帯 にお ける家事分担の要因をさぐる統計分析が主流で、個々の母親た

ちが二重労働を引 き受けてい くプロセス、またそれが性別役割分業を維持す る循環型 メカ
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ニズムとなっていることを具体的に提示する研究はなかった といえる。

本研究では、正規雇用の働 く母親を対象 とし、当事者である15名 の母親の語 りを総合 し

て分析 し、次のようなことを明 らかに した。すなわち、働 く母親 は、公平な家事分担をめ

ぐる夫との相互作用、子 ども中心主義的思考 に基づ く世帯外の援助の選択、母親自身が も

つ親役割への志向による家事へ の積極的意味づけ、そ して母親の職場 における時間的融通

の程度、 これ らが組み合わさって家庭責任 を引 き受けてい く。そこには、 自分が家庭責任

を引 き受けざるを得ないという状況による強制 と、 自分が家庭責任 を引き受 けたいという

親役割へ の志向か ら生 じる自発性(こ の 自発性 も内面か らの強制 という側面 ももつ)の 両

方が作用 し、それが さまざまな点で葛藤を生 じさせ る。

一方、職場で は、正規雇用 として働 き、仕事にや りがいを感 じている場合であって も、

家事時間 を確保す るために、職場の育児支援制度の利用、個人的努力 を組み合わせて就労

時間の短縮調整を試みることが明 らかになった。そのために仕事の質 ・量を自主的に落 と

す場合 もある。また、子 どもの熱な どの緊急事態においては突然休暇 を取得する。 こうし

た母親の職場における実践が重 なってい くと、結果的に職業人 としての母親の評価を低下

させる。ひ きかえに、母親は家庭責任 をもつ労働者 としての職場での認知を獲得する。 こ

こには、正規雇用で働 く母親本 人が 自覚 している性役割意識 とは無関係に、母親が主たる

家庭責任 を担 うとい う性別役割分業 を維持す る循環型の ミクロメカニズムが存在 してい

る。

正規雇用で働 く母親たちの実践は、仕事においても家庭において もいずれ も中途半端で、

ときに本人たち も自覚 しているように無責任 とさえ見 える。 しか し、注 目したいことは、

彼女たちが二重労働の負担 を引 き受 けるなかで も、3-1で 述べた ように、仕事 に積極的な

価値を見出 し、自分 を活かす場所や仕事内容 自体のお もしろさな ど、さまざまな理由で正

規雇用での就業を継続 していることである。 このように二重労働 を引 き受けてでも正規雇

用 として仕事をす るとい うことが、一方で性別役割分業維持の循環型 ミクロメカニズムに

とりこまれる危険性 を常にはらみ なが ら、他方で家庭 における子育てのお もしろさも職業

人 として責任ある仕事 に携 わるおもしろさも両方 を重視す る生活者のあ り方 につ ながる可

能性 を秘 めている。つ まり、母親たちは職業人 としての責任やお もしろさと、家庭責任 ・

家庭生活 の両方を失わない、仕事のあ り方、家庭のあ り方 を模索 して日々実践 を重ねてい

るとい う見方 もできる。

こうした母親たちの実践が性役割分業を溶解 させ るメカニズムへ の転化 につながるため

には、い くつかの課題がある。冒頭で紹介 したYKさ んに彼女 に仕事 と家庭の両立がで き

る理由を次のように語った。
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YK「 私 の体 力 か な。気 力 は ね、 とうの昔 にな い こ とが 多い ん です け ど。 なん か しらんけ ど丈 夫 な

んです よね。 だ か らいそ が し くて 「わ一 つか れ た 一1も う死 ぬ 一 【」 っ て思 って も、全 然 倒 れ な

くって 」

YKさ んのい うように、仕事 と家庭の両立が、母親本人の気力体力に依拠 しているか ぎ

り限界がある。働 く母親たちの実践 を活かすには、 ひとつには、母親たちが保育園を信頼

し評価 していたように、選択可能で信頼で きる家事育児援助を拡大することが重要である。

日本は効果的な育児援助が少 な く、育児の担 い手が母親 にほぼ限定 されているが、ア ジア

諸地域 では親族、夫だけでな く家事労働者など多様 な育児援助のネッ トワークが活用 され

ている という(落 合ほか2004)。 本研究では、「子 どものためになるのか どうか」 とい う基

準が世帯外の育児援助 の利用 自体 を躊躇 させ てお り、保育園以外の世帯外か らの援助はあ

まり好 まれていなかった。 しか し、信頼で きる世帯外の援助 ネッ トワークが貧困であるこ

ともまた確 かである。まずは社会が構造的に幅広い育児援助 を選択肢 として提供す ること

が必要である。た とえば、夜 間保育や病児保育の充実、経済的 にも利用 しやす く質の高い

家事育児の代行サー ビスなど、育児援助の選択肢は多ければ多いほうがよい。母親 に負担

が集中 しないように、多様な育児援助が求められている。

ただ し、家事育児の社会化 と同時に、家族生活の責任 を父親 とともに分かち合 う権利 に

ついて も考える必要がある。家事の外部化のみを追求す ると、男性 に家庭責任 を分かち合

うことは決 して もた らさない し、女性が二重労働 を軽減するだけで なく、親として も個人

として も生活 を充実 させたいという本人の意図 と裏腹 に長時間労働 につながることもあ り

うるか らである(Hochschild1996)。 そのため、育児援助ネ ットワークの活性化 と同時に、

男性 も巻 き込む形で生産労働至上主義を見直す必要がある。職業人の家庭責任 を考慮 しな

い男性中心の職場のあ り方を問い直 し、北欧の ように父親が育児休暇などの制度を積極的

に利用 し、育児に積極的にかかわれるような社会構造をつ くることが、母親の二重労働 を

解消す るためにも重要である。

本研究の調査協力者 は正規雇用労働者か親役割かに特化す ることを否定 し、両者を適合

的に調整 しようと努めている。彼女たちを二重労働か ら解放 し、彼女たちの実践 を性役割

分業の維持ではな く性役割分業の変革に結 びつけるためには、社会のバ ックア ップが不可

欠である。
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The Circular Mechanism of Maintaining the Double 

Burden of Working Mothers as well as the Gender 

Division of Labor in Japan: From the Experience of 

 Full-Time Working Mothers in Nuclear Families

Michiko YAMAMOTO

     In this article, I focus on the experiences of mothers who decide to live with the 

double burden of work (doing housework, while also doing full-time jobs outside the 

family), though they are well aware of that this decision may put them into a rather 

difficult situation. I am of the opinion that mothers who decide to do so are those with 

preschool-aged children in nuclear families living in suburbs, having full-time jobs just 

like their husbands. I interviewed fifteen mothers of this type. Based on their 

experiences, I describe how they cope with this situation. 

     Firstly, I describe the process of the full-time working mothers who undertake 

the double burden of paid work and housework both forcibly and voluntarily. They 

always consider what would be the best for their children, whenever they have to 

choose people to help with the housework, or do it instead of them. They also often 

reach the conclusion that they will do the housework by themselves even if it is 

difficult. 

     Secondly, they attempt to shorten their long working hours though they are full-

time workers. As a result, they are frequently being regarded as less efficient workers 

than their male colleagues or other female workers without children. This means that, 

to a certain extent, working mothers try to maintain the gender division of labor, by 

trying to reach a balance between paid full-time work and housework. Thus we can see 

a circular mechanism to maintain the gender division of labor. 

     These working mothers, while struggling to achieve a certain harmony between 

both roles without being dragged into that circular mechanism, are the kind of women 

who never give up their aspirations in life, which include both child rearing and full-

time job.
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